
いつまでも“お口で食べる”を支えます！ 日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック

多摩クリニック

ニュースレター

第10号

2013 November

Oral Rehabilitation Tama Clinic Newsletter #10         November.2013

胃瘻レストラン 開催される！

いろうレストラン 実施しました。
―胃瘻になってもおいしく食べる－

経口摂取すなわち口から食べることが困難になると、胃瘻という直接胃に穴をあけて栄養を補給する方法がとられること

があります。このような状態であっても、一部でも口から食べることが実現できればその意義は大きいと考えます。食べる

機能が低下している患者さんが安全に経口摂取を楽しむためには、食形態、食介助法、姿勢など一定の配慮が必要であ

り、在宅においては実践できない場合が多いのが現状です。そこで、専門スタッフにより家族と一緒に食事ができる環境を

作り、患者と家族がともに食事ができる場を提供することを目的に、“いろうレストラン”を開催しました。今回は、3人の胃瘻

患者さんとご家族をご招待しました。このレストランは、多摩クリニックのスタッフに加えて、地域で医療やリハビリを提供し

ている仲間によって行われました。

提供したお料理は、本格的なフルコースで、前菜には「エビのクルネ」「彩り野菜のジュレ」「ウニのピュレ」「ハムとチーズの

クレーム仕立て」を盛り合わせ、続いて「新鮮野菜の濃厚ポタージュ」、メインは「真鯛のエテュペ ハーブの香り」もしくは

「赤ワインの香るスペシャルビーフシチュー」のいずれかお好みのものを選んでいただき、デザートには有名パティシエ辻

口博啓氏が開発した「EASY SWEETS（食べやすい・飲みこみやすいスイーツ）」をご用意いたしました。ご家族の方にはこ

のコースのまま、患者さんには料理をムースやゼリー状にアレンジして提供しました。ムースやゼリーであっても、盛りつけ

方を工夫し、目でも楽しめる料理に仕上げました。

ご本人も、ご家族も、提供させていただいた私たちも笑顔、笑顔の時間を過ごしました。



日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック

・アクセス JR中央線 東小金井駅 南口 目の前
・連絡先 〒184-0011 東京都小金井市東町4-44-19
℡ 042-316-6211 Fax 042-316-6212
・診療時間 午前9：30-12：00 午後13：00-17：00（最終予約16：00）

※予約制
・外来

月 火 水 木 金 土

摂食外来 おとな ○ ○ ○ ○ ○ ○

こども ○ ○ ○ 〇 ○

言語外来 ○ ○ ○ ○ ○

スペシャルニーズ歯科外来 ○ ○

口腔外科外来 ○

年末年始・創立記念日・祝日を除く。
・訪問口腔リハビリテーション
・訪問嚥下機能評価（VEほか）
・訪問栄養指導 随時ご相談ください。
・ＣＴ撮影サービス

多摩クリニック専用の診療情報提供書をご用意しております。多摩クリニック事務部までお問い合わせください。
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連携研修会のお知らせ

在宅歯科医療研究会
第５回記念大会；1月30日（木）18時半～
（会場；小金井市民交流センター）

小金井摂食・嚥下研修会
第３回；12月3日（火）19時～

（会場；小金井市民交流センター）

臨床カンファレンス
第５回；12月12日（木）19時～
（会場；多摩クリニック）

お申し込みはＦＡＸ；042-316-6212まで

診療室から スペシャルニーズデンティストリー

第30回日本障害者歯科学会総会報告

来る２０１３年１０月１１日（金）～１３日（日）、
神戸国際会議場にて第３０回日本障害者歯
科学会が開催され、多摩クリニックのスタッ
フも参加・発表して参りました。菊谷院長が
教育講座で『命を守る口腔ケア』と題し、要
介護者・障害者の口腔ケアにおいて、当クリ
ニックの研修会でもたびたび取り上げてい
る破壊と回収の考えに根差したケアを行う
ことの重要性について講演しました。一般演
題では、講演２題、ポスター４題の発表を行
い、活発な討議がなされました。

懇親会は神戸花鳥園で行われ、第３０回記
念大会ということで、日本歯科医学会会長
の住友雅人先生からご祝辞をいただきまし
た。台湾やタイ、韓国などアジア近隣諸国
からも障害者歯科に携わる方々が多数参
加され、盛大な会となりました。

次回は２０１４年１１月１４日（金）～１６日
（日）、仙台国際センターで開催予定です。

認知機能のスクリーニング；発達期編

当クリニックでは、リハビリテーションを効果的に行うことを目的に、すべての患者さ
んに対して言語聴覚士によるスクリーニング評価を実施しています。今号では小児
に用いる「太田ステージ」についてご紹介します。
子どもや発達の遅れのある方には「太田ステージLDT-R」を用いて発達段階を評価

します。物の名称の理解（「ねこ」で猫の絵が指させるか）、用途の理解（「飲むもの」
でコップを指させるか）、3つの大きさの違う丸で「どｔっちが大きい・小さい」を選ぶ）、

空間関係（「ボタンを箱の上において」ができるか）、黒と白の碁石の数の理解を実
際にやってもらいます。発達段階をⅠ～Ⅴで評価し、ひとりひとりに合った働きかけ
ができるようにします。歯科治療や摂食指導、言語訓練を効果的に進めるために大
切なことだと考えています。
参考文献：「太田ステージによる自閉症療育の宝石箱」

永井洋子・太田昌孝日本文化科学者

「スペシャルニーズデンティストリー」は、食べる（咬む、飲み込む）ために必要な歯・かみ
合わせ・歯ぐき・舌・唇といったお口の中の状態をすべて管理しています。特殊な音や臭
いのする歯科診療室に恐怖心を持たれる方は多いと思われますが、歯科治療が苦手な
方でもリラックスできるように対応し、治療方法を一つ一つ説明したうえで、器具や絵カー
ドなどを見せながら徐々に治療をすすめていきます。また、う蝕が多く認められたり、低
年齢で通常の治療が困難な場合は、必要に応じて麻酔科医による管理のもと、全身麻
酔下にて歯科治療を行うこともできます。当クリニックは、入院施設がありませんので午
前中に治療が終了し、夕方までには帰宅できる症例に限ります。当クリニックでの全身
麻酔が困難な場合は、飯田橋の本院で担当医が対応いたしますのでご安心下さい。摂
食指導や言語訓練と同じように、できるだけ早い時期からお口の中の管理をすることは
全身の健康維持につながります。最初はどなたでも不安や恐怖心を強くお持ちですが、
歯ブラシを含む口腔ケアを続けていくうちに、診療室にも慣れ、お口の健康を保てるので、
定期的な受診をおすすめいたします。
すべての患者さんに安心して歯科治療を受けてもらえる
ように、当クリニックでは、小児歯科専門医・障害者歯科
認定医・老年歯科認定医が担当いたしますので、お口の
ことでお悩みがございましたらお気軽にご相談ください。

Dr. 村松健司 Dr. 鈴木淳子

お子さんは私たちが
担当します！


